2014年12月19日
ビジネスと人権に関する弊行の取り組みについて

掲題に関してご質問をいただきましたので、ご連絡させていただきます。

これまで弊行は、「経済人コー円卓会議日本委員会」様が主催する、ニッポンＣＳＲコンソーシアム「人権デューデリジェンス ワークショップ」にて行われた、日本企業の人権課題への関わり方などの議論に、金融機関として唯一参加してまいりました。

ニッポンＣＳＲコンソーシアム「人権デューデリジェンス ワークショップ」では、Business and Human Rights Resource Centre様をはじめとする、国内外の人権課題に取り組むＮＧＯの皆様と、弊行を含めた様々な業界の企業の皆様が参加して、ビジネスと人権に関する議論を行ってまいりました。

現在、これまでの議論を踏まえて、主催の「経済人コー円卓会議日本委員会」様が、『業界毎に重要な人権課題』についての国内外からのパブリックコメントを募集しており、寄せられた意見も踏まえて海外に発信すべく、ハーバード大学のJohn  Ruggie教授とも意見交換を行う予定と伺っております。

このようなビジネスと人権に関する弊行の取り組みについては、「経済人コー円卓会議日本委員会」専務理事兼事務局長の石田寛氏に第三者意見をいただいた上で、弊行ＣＳＲレポートにも掲載しておりますので、是非ご参照ください（詳細は下記の弊行ホームページP31～32ご参照）。
http://www.smfg.co.jp/responsibility/report/report2014.html
弊行では、今後もビジネスと人権を含む様々な社会課題に対して、金融機関の立場から取り組んでまいりたいと存じます。
以上
